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 NPO PTPL“ともいき”便り No.118 
平成 29年（2017 年）3 月 5 日発行 

 

■啓蟄（けいちつ）   3 月 5 日から 3 月 19日までの節気  

  

啓蟄の節気です。 

啓蟄の「啓」は開く、毛一縷の「蟄」は虫が冬ごもりをするという意味です。

土の中で冬を越してきた虫たちが、太陽の暖かさを感じて姿を現すころです。

ナズナやハコベ、タンポポなどなど、散歩道に春の気配！木の芽もぷっくりふ

くらみ始める時季です。 

漢字というのはよくできた文字だとつくづく感じます。二十四節気には本当に

美しく、季節感が表れている漢字が多く使われていますね。 

 

しかし、都会に住む人たちにとっては啓蟄が土の中で冬を越してきた虫たちが、

太陽の暖かさを感じて姿を現すころ、と言われてもなかなか実感できないのも

現実です。 

だからこそ、私たち NPO PTPLが力を入れて進める「ともいき暦」は少しでも自

然の移ろいを感じていただければ、といつも思います。 

 

3月に入り、三寒四温を繰り返しながら日一日と春の訪れが感じられます。 

朝晩はまだまだ寒いですが、日中、日向にいると暖かい日差しを浴びると春の

訪れが感じられます。 

 

さて、啓蟄の節気の行事には春の訪れを感じさせるものがあります。 

まずは、3 月 9 日に茨城県の鹿島神宮で開催される「祭頭際（さいとうさい）」

は五穀豊穣を祈る春祭りで、鹿島神宮で催される行事の中で、最も規模が大き

い祭礼です。かつて防人(さきもり:九州に置かれた守護兵で、多くは東国から

の徴兵)が出征する際、この神宮に武運長久と旅路の安全を祈願する習わしがあ

ったと言われ、その様子を伝える祭りであると言われています。 

なお、｢祭頭｣は、祭りに奉仕する当番の意とされます。 
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次にご紹介するのは、3 月 12 日に奈良東大寺二月堂で開催されるお水取り、3

月 13日に奈良春日大社で開催される春日祭は歴史のある有名な祭りです。 

 

3月 17日は「彼岸の入り」です。春の彼岸は春分を中心とした 7日間をいい、3

月 20 日の春分の日は「彼岸の中日」、3 月 23 日が「彼岸の明け」となります。

「暑さ寒さも彼岸まで」といわれるように、彼岸が明けると、一段と春を感じ、

いよいよ日本人が待ちに待ったサクラの開花の声が南から届いてきます。 

 

3月 12日から 26日までエディオンアリーナ大阪(大阪府立体育会館)にて、大相

撲春場所（別名大阪場所）が開催されます。 

今場所の注目は、1998年夏場所後の 3代目若乃花（第 66代横綱）以来、19年ぶ

りとなる日本出身横綱、第 72代横綱の稀勢の里に集まりそうです。 

荒れる大阪場所といわれますが、ご祝儀の意味も含め、稀勢の里の優勝に期待が

集まりますが、果たして誰が優勝するか、楽しみです。 

佐藤 誠 (NPO PLANT A TREE PLANT LOVE事務局) 

 

 

ここで、NPO PTPL 理事の朝倉勇さんから届いた桜にちなんだ蕪村の俳句を 2 句

ご紹介します。 

 

●夜桃林（よるとうりん）を出（い）でて あかつき山ざくら 

この一句を眺めていたら、個人が詠んだ和歌のことが浮かびました。 

「やまとごころを 人 問わば 朝日に匂う やまざくらかな」という一種で

す。だれのうたでしょうか、もしや 本居宣長ではないでしょうか。ご存知の

方、是非、教えていただきたく思います。 

 

●晩年の 父母 あかつきの 山ざくら。 

お父さんもお母さんも、年をとり、ついに、晩年になってしまった。 

両親が、年を重ねていくには、生きているものにとっての、必然。避けること

のできない、いわば運命です。 

http://www.sumo.or.jp/Kansen/osaka
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夜が白々と明けて、ふと山を見上げると、山は「山ざくら」が満開。ちょっと、

ドラマティックな光景です。風物を見る時によって、さまざまに印象が異なり

ます。思わず、自分の父母のことを思い出させる一句でした。 
      朝倉 勇 (NPO PLANT A TREE PLANT LOVE 理事) 
 
 
 
■ともいき・ともうみ・ともさち、そして和 雑感彼是 

3月に入りました。 

2月は寒暖の激しい日が続き、南風、北風の強い日もありましたが、「三寒四温」

を交互に繰り返し、春本番に近づいています。季節の繊細な移ろいが特に感じ

られる今日この頃です。3 月 17 日（金）の春の彼岸の入りにはきっと・・・。

春本番となることでしょう。草花、花木の盛りもすぐそこです。早咲きの桜は

もう咲いていますが、ソメイヨシノの開花は 3 月下旬になるでしょう。

 
勝田 祥三（NPO PLANT A TREE PLANT LOVE理事長） 
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■事務局だより 
●是非、NPO PTPL が企画制作運営するサイト・FB をご覧ください。 
「NPO PTPL 公式ホームページ」：http://www.plantatree.gr.jp/ 

 「ジャパネスク」：http://www.japanesque.tokyo/ 
 「ともいき暦」：http://www.tomoiki.ptpl.or.jp/calendar/2016/ 

「ともいき ぐらし」：https://www.facebook.com/tomoikigurashi 

「おらが富士 計画 ふるさと山」:https://www.facebook.com/oragafuji/ 

「不思議・驚き・魅力のジャパネスク」

https://www.facebook.com/japanesque.tokyo/ 

 

●NPO PTPLは「ジャパネスク運動」推進中です。 

 ぜひ、「ジャパネスク」サイトのメニューのひとつの「ジャパネスク語り」

（http://www.japanesque.tokyo/katari.html）をお読みください。 

 

●会員募集のご案内 

 NPO活動を推進していくためには、多くの皆さま方のご支援・ご協力が不可欠

です。 

 NPO PTPL では、常時、個人会員と法人会員を募集しています。この便りをお

読みの方で、ご本人またはお知り合いの方々にご案内いただければ幸いです。 

 詳しくは下記まで、メールまたはお電話・FAXにてお尋ねください。 

 

NPO PLANT A TREE PALNT LOVE事務局 

〒105-0001  

東京都港区虎ノ門 3-3-3 虎の門南ビルスタンダード会議室虎ノ門南店 4 階―A 
電話： 03-6459-0264  FAX； 03-6459-0284 
Email： info@ptpl.or.jp   
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